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５
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

東
村
山
市
国
際
友
好
協
会
の
総
会
が

多
く
の
来
賓
と
会
員
が
参
加
し
て
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
渡
部
尚
市
長

（
当
協
会
名
誉
会
長
）、
肥
沼
茂
男
市

議
会
議
長
に
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

市
長
は
「
35
周
年
記
念
の
親
善
訪
問

派
遣
団
長
と
し
て
昨
年
５
月
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
市
に
公
式
訪
問
し
、

大
変
な
歓
迎
を
受
け
、
忘
れ
ら
れ
な

い
旅
と
な
っ
た
。
ま
た
、
10
月
イ
市

の
来
訪
に
際
し
、
協
会
の
温
か
い
も

て
な
し
と
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
通

り
が
命
名
さ
れ
た
こ
と
な
ど
大
き
な

成
果
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

岩
瀬
会
長
は
「
昨
年
派
遣
生
の
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
に
て
素
晴
ら
し
い
人
材

に
出
会
え
た
こ
と
、
今
回
の
当
協
会

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
で

協
会
の
Ｐ
Ｒ
に
大
い
に
役
立
っ
た
と

思
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々
の
ご
紹
介
の
後
、
議

事
に
入
り
、
Ｈ
25
年
度
の
事
業
報
告

と
会
計
決
算
お
よ
び
監
査
報
告
、
Ｈ

26
年
度
の
事
業

計
画
案
お
よ
び

会
計
予
算
案
が

審
議
の
上
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
学

生
の
受
け
入
れ

や
イ
市
へ
の
学

生
派
遣
が
あ
り
、
会
員
の
協
力
の
も

と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
後
、
大
野
顧
問
の
乾

杯
に
て
懇
親
会
が
和
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
東
村
山
市
民
功
労
表
彰

で
当
協
会
の
神
谷
五
枝
氏
、
小
山
昭

子
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
谷
さ
ん
は
30
年
以
上
に
わ
た
り

当
協
会
の
各
種
委
員
等
で
活
動
し
、

特
に
イ
市
と
の
友
好
親
善
交
流
に
積

極
的
に
参
加
し
、
更
に
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
引
き
受
け
国
際
交
流
に
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

英
会
話
委
員
長
と
し
て
協
会
運
営
に

務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
山
さ
ん
は
、
30
年
以
上
に
わ
た

り
協
会
の
各
種
委
員
等
で
活
動
し
、

特
に
イ
市
と
の
友
好
親
善
交
流
で
は
、

市
民
・
学
生
の
派
遣
や
公
式
訪
問
団

員
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
派
遣
委
員
長
と
し
て
協
会

運
営
に
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
会

後
の
懇
親
会
に
て
協
会
よ
り
お
二
人

に
花
束
を
贈
呈
し
、
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

　

会
員
交
流
の
一
環
と
し
て
６
月
７

日
午
前
中
、
梅
雨
の
大
雨
が
降
る
中
、

東
村
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
体
力

測
定
が
行
わ
れ
参
加
し
ま
し
た
。（
参

加
者
12
名
）

　

体
力
測
定
を
受
け
る
前
に
、
血
圧
、

身
長
、
体
重
の
測
定
が
あ
り
、
次
に

①
握
力
②
長
座
体
前
屈
③
上
体
お
こ

し
④
開
眼
片
足
た
ち
⑤
10
ｍ
障
害
物

歩
行
⑥
６
分
間
歩
行
の
測
定
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
し
前
の
70

歳
ま
で
は
山
登
り
や
水
泳
で
身
体
を

鍛
え
、
人
並
以
上
に
体
力
が
あ
る
と

自
負
し
て
い
た
私
で
す
が
、
測
定
の

評
価
は
五
段
階
中
下
か
ら
二
番
目
で

少
し
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
都

内
に
出
か
け
る
と
き
は
い
つ
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
お

世
話
に
な
り
、
日
頃
の
運
動
不
足
が

出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
年
相
応
の
体
力
を
維
持
す
る
た
め

に
は
継
続
的
に
運
動
を
す
る
こ
と
、

ま
た
意
識
的
に
身
体
を
動
か
す
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
体
力
測
定
で
し

た
。
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
も
、
無

い
方
も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
講
習

会
を
是
非
受
講
す
る
事
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。�

（
会
員
交
流
委
員
会
）

　

７
月
に
会
員
拡
充
委
員
が
広
報

紙
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
粗
品
（
防
災

用
品
）
を
皆
様
に
お
届
け
の
際
、
年

会
費
を
い
た
だ
き
に
伺
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
員
拡
充
委
員
会
）

　

３
月
12
日
（
水
）
に
平
成
25
年
度

後
期
閉
講
式
を
行
い
、
修
了
者
は
72

名
（
受
講
生
83
名
中
）
皆
勤
賞
は
14

名
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
前
期
開
講
式
が
４
月

９
日
（
水
）
に
受
講
生
87
名
（
内
６

名
学
生
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
ゴ
ー
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
先

生
（
英
）、
ベ
ネ
ッ
サ
・
コ
ー
リ
ー

先
生
（
豪
）
が
引
き
続
き
教
え
て
下

さ
い
ま
す
。“
継
続
は
力
な
り
”
皆

さ
ん
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
海
外
旅
行

に
行
っ
た
り
外
国
の
方
達
と
交
流
さ

れ
て
い
ま
す
。
10
月
開
講
の
後
期
講

座
の
詳
細
は
９
月
１
日
付
市
報
、
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
英
会
話
委
員
会
）

訃
報

　

小
山
善
吾
氏
（
84
歳
）
が
本

年
７
月
５
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
同
氏
は
会
計
理
事
と
し

て
長
く
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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きつかった腹筋測定

1．収　入� （単位：予算は千円、決算は円）

項　　　目 26年度予算額 25年度決算額
会 費 1,500 1,452,000 
英 会 話 講 座 収 入 2,600 2,659,000 
バ ザ ー 事 業 収 入 250 235,000 
補 助 金 470 470,000 
学 生 交 流 納 入 金 0 0 
寄 付 金 10 0 
繰 入 金 0 2,950 
繰 越 金 3,252 3,080,925 
雑 収 入 0 43,948 

合　　　計 8,082 7,943,823

2．支　出
項　　　目 26年度予算額 25年度決算額

会 議 費 80 18,365 
消 耗 品 費 100 74,074 
印 刷 費 130 54,810 
渉 外 費 100 101,150 
翻 訳 費 1 0 
通 信 費 160 26,015 
使 用 料 200 11,000 
委 託 料 1 0 
備 品 費 1 0 
親善訪問団派遣費 1,015 24,808 
学 生 受 入 費 920 18,960 
訪 問 者 受 入 費 1 0 
教 育 交 流 費 1 0 
バ ザ ー 費 200 194,517 
英 会 話 講 座 費 1,460 1,417,934 
イ 市 行 事 協 力 費 1 0 
日 本 庭 園 協 力 費 10 0 
広 報 宣 伝 費 696 565,597 
研 修 費 1 0 
会 員 交 流 費 420 142,671 
ホームページ管理費 130 126,525 
諸 支 出 金 200 111,955 
積 立 金 1,000 
操 出 金 0 0 
予 備 費 1,254 303,420 

合　　　計 8,082 3,191,801

平成26年度予算と平成25年度決算 平成26年度事業計画

☆英会話講座の開講
　　前期4月から9月・後期10月〜3月
☆イ市“学生親善訪問団”受入事業
　　6月13日（金）～6月27日（金）
☆“親善訪問派遣団（学生）”派遣事業
　　8月5日（火）～8月20日（水）
☆広報紙「人と人」の発行
　　7月、11月（全戸配布）、3月
☆市民産業まつりに参加（バザー出店）
　　11月
☆役員・委員会委員研修会の実施
　　27年２月
〈以下は年間を通して〉
☆会員（正会員・賛助会員）の拡充
☆会員交流事業
☆姉妹校への協力
☆親善訪問派遣団（学生）OB・OG会事業
☆姉妹都市提携40周年記念事業
☆姉妹都市および諸外国からの訪問者受入
☆国際交流団体連絡協議会事業への参加
☆災害ボランティアの派遣

末
永
く
姉
妹
都
市
交
流
を

平
成
26
年
度
総
会
開
く

市
民
表
彰
お
め
で
と
う

体
力
測
定
に
参
加
し
て

天
野
　
正
輝

年
会
費
納
入
の
お
願
い

英
会
話
ニ
ュ
ー
ス
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今
年
も
イ
市
か
ら
学
生
た
ち
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
受
入
委
員
会
が
計

画
し
た
一
味
違
う
行
事
の
数
々
に
楽

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

〔
津
田
塾
大
学
訪
問
〕
津
田
塾
生
８

人
が
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

の
後
は
学
食
で
ラ
ン
チ
。
イ
市
の
学

生
は
同
年
代
の
女
性
た
ち
と
会
話
を

楽
し
み
、
学
食
で
自
分
で
食
券
を
買

う
な
ど
日
本
の
大
学
の
雰
囲
気
を
体

感
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〔
絵
付
け
に
挑
戦
〕
野
口
町
に
あ
る

陶
芸
教
室
の
庭
で
、
用
意
さ
れ
た
素

焼
き
の
器
に
各
自
が
絵
を
描
き
ま
し

た
。
花
柄
の
絵
が
多

い
中
、
富
士
山
、
漢

字
・
カ
タ
カ
ナ
等
日

本
を
意
識
し
た
柄
も
。

数
人
が
電
動
ロ
ク
ロ

で
茶
碗
作
り
に
挑
戦

し
、
真
剣
な
顔
で
ロ

ク
ロ
の
回
転
に
合
わ

せ
手
を
動
か
し
、
何

と
か
粘
土
を
成
型
し

ま
し
た
。

〔
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
見
学
〕
下
水

の
仕
組
み
を
解
説
す
る
ア
ニ
メ
画
面

を
見
な
が
ら
、
下
水
道
関
係
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
る
団
長
が
、
学
生
た

ち
に
説
明
を
加
え
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
さ
ら
に
地
下
５
階
（
深

さ
25
ｍ
）
を
流
れ
て
い
る
、
実
際
に

使
用
中
の
汚
水
管
を
間
近
に
見
て
そ

の
臭
気
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

〔
せ
ん
べ
い
手
焼
き
体
験
〕
草
加
市

を
訪
問
し
、
せ
ん
べ
い
の
手
焼
き
を

体
験
し
ま
し
た
。
焼
き
網
の
上
の
生

せ
ん
べ
い
を
押
蓋
で
抑
え
て
焼
き
、

刷
毛
で
醤
油
を
塗
れ
ば
完
成
。
全
員

で
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ

を
着
て
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
冷
や

し
う
ど
ん
と
お
に
ぎ
り
の
昼
食
を
楽

し
み
ま
し
た
。

〔
な
ご
み
の
里
で
お
手
伝
い
〕
滞
在

中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い

と
の
要
望
を
受
け
、
市
内
の
『
（福）
山

鳩
会
な
ご
み
の
里
』
に
案
内
し
ま
し

た
。
施
設
利
用
者
の
方
々
と
一
緒
に

ゴ
マ
せ
ん
べ
い
と
紙
袋
作
り
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
交
歓
会
が
開
か
れ
、

利
用
者
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
団
員
の
歌

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〔
ジ
ブ
リ
美
術
館
〕
宮
崎
駿
の
数
多

く
の
ア
ニ
メ
作
品
を
展
示
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
入
場
券
は
ア
ニ
メ
の

３
コ
マ
フ
ィ
ル
ム
が
１
枚
。
何
が
写

っ
て
い
る
か
、
楽
し
み
も
あ
り
ま
し

た
。

　

学
生
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見

学
し
売
店
で
は
沢
山
の
買
い
物
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
15
分
の
映
画
を
鑑
賞
。
日

本
語
版
で
し
た
が
、
見
て
い
る
人
に

は
言
葉
は
必
要
な
く
子
供
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ア
ニ
メ
で
し
た
。

　

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
迷
子
に
な
ろ

う
よ
、
い
っ
し
ょ
に
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。

◆
当
協
会
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
市
役
所
の
担
当
部
署
の
名
称
が

「
市
民
相
談
・
交
流
課
」
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

◆
派
遣
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
８
月
23

日
㈯
午
後
２
時
よ
り
、
市
民
セ
ン
タ

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。（
会
費
一
千

お
知
ら
せ

編
集
後
記
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）

◆
派
遣
生
の
帰
国
報
告
会
を
８

月
27
日
㈬
午
後
６
時
か
ら
、
北

庁
舎
第
２
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◆
当
協
会
の
活
動
の
内
容
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
イ
市
か
ら
の
学

生
訪
問
団
が
当
市
に
来
日
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
を

除
く
各
行
事
を
広
報
委
員
２
名

が
デ
ジ
カ
メ
と
ビ
デ
オ
を
片
手

に
毎
日
密
着
取
材
し
ま
し
た
。

津田塾大学の見学派遣生とのお料理作り

　６月13日（金）インディペンデンス市からマックスレー氏
を団長とする一行10人を迎えました。竜巻を避けたため飛
行機の到着が１時間半以上遅れましたが、元気な姿を見せ
てくれました。27日（金）まで市内の家庭でホームステイ
を楽しみました。

さまざまな
日本の文化に挑戦！
第30回インディペンデンス市学生訪問団

№ 氏　　　名 ホストファミリー氏名 町　　　名

引率者
ギャリー・マックスレー

東村祐二、広子 廻田町
Gary Moxley

1
マリー・バウワー

椿　和順、真貴子 恩多町
Molly Bower

2
アーヴァン・ケラダイン

藤原幸博、榮子　 恩多町
Ahvionne Caradine

3
ステファニー・アン・フィッシャー

高橋幸治、紗織 青葉町
Stephanie Anne Fisher

4
マディソン・ジョーンズ

西岡義雄、富士子 諏訪町
Madison Jones

5
レイチェル・マッカーサー

田村真紀子 青葉町
Rachel McArthur

6
シドニー・マックスレー

尾嵜和之、博子 野口町
Sydney Moxley

7
ダニエラ・ロドリーゲス

板倉理恵 本町
Daniela Rodrigues

8
アレクシス・トーマス

森田健一、順子 恩多町
Alexius Thomas

9
ニック・ワグナー

市原順次郎、麻子 青葉町
Nick Wagner

６月 行　　事
13日（金） 到着・ウェルカムセレモニー

14日（土） ウェルカムパーティー

16日（月） 市内めぐり（正福寺・北山公園・消防署・陶芸体験）
市長表敬訪問

17日（火） 姉妹校訪問（回田小・二中）

18日（水） 津田塾大学訪問、ふれあい下水道館見学

19日（木） ディズニーランド

20日（金）
工場見学（草加せんべい）
ホストファミリー懇談会
派遣生との交流

23日（月） 日本文化体験
（茶道・華道・浴衣着付）

24日（火） 日光ツアー

25日（水） 市長主催ブランチ

26日（木） ジブリ美術館/井の頭公園

27日（金） 帰国

イ市訪問団・ホストファミリー

2014年イ市訪問団　受入日程

手焼せんべい作り

陶芸の絵付けにチャレンジ

高尾の森わくわくビレッジにて

ラピュタのロボット兵と

Bigせんべい

日　時 内　容 場　所
4月 25日 金 第1回研修会 交流室

5月 10~11日 土～日 第2回研修会 高尾の森わく
わくビレッジ

16日 金 英会話レッスン 交流室

6月

3日 火 第3回研修会 市民センター

8日 日 ウエルカムパ
ーティー準備

14日 土 ウエルカムパ
ーティー 市民センター

20日 金 イ市学生と交流会
英会話レッスン

7月 18日 金 第4回研修会 北庁舎
英会話レッスン

8月

1日 金 壮行会 市民センター
5日 火 出発

20日 水 帰国
27日 水 帰国報告会 北庁舎

畔上　景多 男 19 富士見町 向井　健太 男 17 青葉町
市原　　魁 男 17 青葉町 野口　亜美 女 15 恩多町
神谷　有紀 女 15 野口町 佐藤　結希 女 15 栄町
久保　裕子 女 16 久米川町 田中　瑞生 女 16 諏訪町
町田　拓巳 男 19 久米川町 梅原　美結 女 18 恩多町

引率者 東村　祐二 男 廻田町

派遣生日程表 第31回親善訪問派遣団員

花みずき
コーナー

　イ市の市長選挙が2014年4月8日に行われ、前市
長Don・Reimal（ダン・ライマル）氏に代わり、第44
代市長にEileen Weir（アイリーン・ウエアー）氏が
当選されました。新市長は今後4年間市政を担当さ
れます。本年10月開催予定の東村山市制50周年記
念式典にWeir新市長が来日されることを願って居
ります。
　4月27日Sermon CenterでCherry Blossom 
Festival（桜まつり）が開催されました。入場料は＄
2、内容は生け花、和服の着付け、合気道の実演、グ
レンデール小学校日本
クラブの公演、日本商品
のバザーなどです。

Eileen Weir新市長

会員募集中
お気軽にお問い合わせ下さい。
☎ 393-5111　内線 2552
	 2553


